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【背景】 
 レストレスレッグス症候群（RLS）は主に下肢に影響を及ぼす感覚運動障害である。RLS 症
状として安静時の異常感覚と症状部位の運動促迫があり，夜間に症状が増悪し，しばしば高
頻度に不眠を生じる。RLSは夜間のみならず日中にもしばしば発現することが知られている。
しかし，日中の RLS症状の臨床的な意義やそのメカニズムは明らかになっていない。RLS症
状に対する治療薬としては，非麦角系のドパミンアゴニストが第一選択薬として広く使用さ
れている。24 時間持続放出型のドパミンアゴニストであるロチゴチンはその有効性と安全性
が証明されている。しかし，日中の RLS 症状に対する本剤の有用性についての臨床試験はほ
とんど実施されていない。 
 
【目的】 
 特発性 RLS 患者における日中の RLS 症状の有病割合及びその臨床的特徴を明らかにするこ
と，及び日中の RLS症状に対するロチゴチンの有用性を検討することを目的とした。 
 
【方法】 
256 名の RLS 患者を対象として，1 日の RLS 症状の有無と関連する因子を検討した。また，
時刻別の日中 RLS症状の持続時間，症状発現の初発時刻，及び 
日中と夜間の RLS症状の持続時間の関連性を検討した。 
さらに，24 時間持続型のドパミンアゴニストパッチであるロチゴチン又はプラセボに無作為
割付し，その後 13週間治療した時の日中及び夜間の RLS症状の持続時間及び症状の発現頻度
の変化量を比較検討した。 
 
【結果】 
日中の RLS症状を有する患者は 81例（31.6%）であった。多変量ロジスティック回帰分析で
は IRLS合計スコアのみが日中の RLS症状の有無と有意に関連していた（p<0.01）。日中の RLS
症状を有する患者の 44.4%は午前 6時より症状が発現しており，その症状の持続時間は夜間に
かけて増加した。日中と夜間の RLS症状の持続時間は有意に正の相関を示した（p<0.0001）。
日中の RLS 症状の持続時間は，ロチゴチン群の方がプラセボ群に比べて有意に減少した
（p=0.03）。 
 
【結果】 
RLS患者において日中症状は高頻度に見られた。日中症状は RLSの重症化及び夜間症状の延
長と関連しているものと考えられた。ロチゴチンは日中症状に対する重要な治療オプション
になりうると考えられた。 
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